


したそうで,化学教室はじめ理学部の皆様方に大

変御迷惑をおかけし,ま たお世話になりました。

翌年 1月 には機動隊導入で安田講堂攻防戦にな

りましたが,そ の折,加藤一郎総長が様子をみた

いとのことで,当時の久保亮五理学部長,赤松秀

雄教授が安田講堂に最も近い化学最新館 (現在の

化学本館)屋上に案内することになり,私 も警備

役として約一時間御一緒致 しましたが,加藤総長

から「学生 もなかなか頑張っていて機動隊も苦戦

だね」という言葉を聞いたのも20年前となりまし

た。

昭和58年 ,学生委員会委員長として五月祭常任

委員会との協議では苦労 し,やめてから胃潰瘍を

やりました。五月祭の時の農学部グランドでのロ

ックコンサー トの大きな音量と終了が20時頃にな

るなどが問題となっており,周辺の方々から苦情が

殺到すると聞いていました。この問題が協議の一

項目となることは確実で,私には手に追えそうに

なかったので,学生部と相談 ヒ́,法学部からのY

教授と同席で会ってはとのことで,そ うしたとこ

ろ, さすがは法学部の先生で,法律論,判例など

をひいて説得 したのはさすがと思いました。その

時の学生側の正冨1委員長はかなり協力的であった

ことも幸 し,音量には問題がありましたが,終了

時間は約束の18時 (周 辺町内会長か らの直前の申

し入れ時間でもあった)を ほぼ厳守 ヒ′てもらえ,

抗議の電話は今年はなかったと平野総長よりねぎ

らいの御言葉を賜りまヒ́た。 しかし,翌年はまた

終了がかなりおくれたと聞いています。

また,あ るサークル企画であるタレントのコン

サー トが予定されていましたが,五月祭間近にな

り,本富士署もつかんでいないある右翼 (?)団

体から,東大にバゝさわしくない人だからコンサー

トを中止せよ, さもなくば実力で阻止するとその

サークルに電話が頻繁にあり困っているとの申し

出があり,その対応にも苦慮 しました。既にかな

り前売券が出ているのでサークルとヒ́ては中止で

きないとのことで,前 日夕方委員会で検討 し,と

もかく中止とし,そ の対策を伝える掲示を出すこ

ととし,そ の文案をY教授と夜半に電話で協議 し,

学生部に指示 しました。当日,それとなく会場周

辺に何人かを交代で配して注意 していまし′たが ,

幸にも何事もなくすみ,ほ っとしました。

停年の前 3年間は環境安全センター長に任命さ

れ,石綿問題が工学部,地震研からわいてきて ,

石綿問題担当の有馬朗人総長特別補佐 らとその対

応を頻繁に協議 しましたが,有馬先生なので相談

が しやす く,助かりました。色々面倒な問題が出

てきて,一時はどうなることかと思いましたが ,

石綿の取扱いマニュアルもでき,除去工事もスム

ースに行なわれており,ほ っとしています。

研究の面では,よ いスタッフ,学生に恵まれ ,

自由に好きなことをやらせていただきました。流

行の研究はせず,定説を疑間の目をもって眺め ,

総合的に考える立場で仕事をしてきましたが, 9

年前,今迄は不安定で単離できないとされていた

化合物群のいくつかを,かさ高い基を導入するこ

とにより単離に成功し, この方面の研究を世界的

に活発化できたのは望外の喜びです。また,周期

表でもわかるように,化学は周期性の立場から整

理されています。しかし,総合的かつ定量的に考

える際には不便もあり,周期性を消去 して直線的

に考える方法にめどをつけましたが,雑用に追わ

れ,そのままになっています。 これからは暇もで

きると思いますので,できるだけこの考えを発展

させたいと願っています。

最後に,長い間お世話になった理学部の諸先生

方,事務の方々に心から御礼申し上げますととも

に,皆様の御活躍と理学部の御発展をお祈り致 し

ます。   '
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